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内　野　善　生1） 河　野
オーガナイザー
1）生理学第二講座
2）耳鼻咽喉科学講座
淳2・
　この度Professor　Pierre－Paul　Vidal，　MD，　PhD（フラ
ンス国立中央科学研究所）が第13回日本耳翼学会に
招かれ招待講演を行う機会に、本学の医科学フォーラ
ムで同教授のセミナーを開催しました。参加者は比較
的多く89名（39名は学外）を数え、参加者の中に前
庭神経系の生理学の分野で世界をリードしてきた東
大名誉教授島津浩先生、今世界をリードしている東京
医科歯科大学教授篠田義一先生が居られ、その他この
分野の一流研究者が多く集まり、Vidal教授が感激し
ておりました。Vidal教授は“ln　vivo－in　vitro　correla－
tion　in　the　central　vestibular　system；　a　bridge　too　far”　？
と言うタイトルのもと示唆に富んだ講演をしました。
彼の話によると、温血動物の前庭神経核細胞から細胞
内記録した活動電位は、スパイクの形状からAとB
タイプに分けられる。Aタイプのスパイクは立ち上が
りが緩やかでスパイク幅も大きい。このタイプの
ニューロンは前庭神経核4亜核から記録できるが
（実験は主に外側核）、脳幹網様体、カハール間質核から
も記録できる。しかし興味あることは片側前庭神経破
壊後に起きる代償機構にあまり関与しない。一方Bタ
イプニューロンは立ち上がりが急峻でスパイク幅が
狭い。このBタイプのニューロンの記録できる部位は
Aタイプの記録できる部位とほぼ同じである。しかし
明確な違いとしBタイプニューロンは片側前庭神経
破壊後おきる可塑性が著明に表れることである。前庭
受容器でシリンダー状II型細胞と一次求心性線維と
の間のシナップス結合様式に可塑性変化が著明に表
れるが、脳のスライス標本では前庭受容器の変化を見
ておらず前庭代償の全貌を同一標本で明らかにする
に至っていない。前庭神経核細胞は回転刺激による応
答様式で1型とII型に、軸索投射様式で前庭動眼
ニューロンと前庭脊髄ニューロンに、末梢からの入力
様式で耳石器系ニューロンと半器官系ニューロンに
分類されるが、前述のAB両タイプのニューロンは何
れの分類にも存在する。以上は1時間の講演と30分
のdiscussionのごく一部の要約であるが、　Vidal教授
は前庭神経系の生理学、形態学、分子生理学、宇宙医
学および臨床医学に多くの業績を上げ最も活躍する
フランスの研究者の一人である。現在LNRS（Labor－
atoire　de　Neurobiologie　des　R　seaux　Sensorimotors）
Parisで研究に従事している。この分野に興味のある
日本の若手研究者、若手医師との共同研究を望んでお
り、御希望の方は第2生理内野までご連絡いただきた
い。
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